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　最近，自分より若い人達の言ト報に接することが多く，非常にショックを受けて
いる。
　柳田教授，野口教授，羽根田教授とそれぞれ思い出深い先生方が亡くなられ，
人生のはかなさを改めて思い知らされている。また，この三先生がキリスト教で
の葬儀であったこと，柳田先生と野口先生の式の日も近く，場所もイグナチオで
あったことも印象深いものであった。
　柳田先生に初めて御会いしたのは定かではないが，松尾先生の紹介で，山中篤
太郎先生の指導の下に社会政策の研究をされて，大学院から助手になられた頃で
あったろう。それから私と同じ研究室に居り，私の前の席に座ることになった。
彼は一橋大学を卒業後，日産自動車で何年か活躍していたので，大学に研究に戻
る時には年齢的には相当多くたっていた。十年位の社会的経験を積んだのであろ
う。後の話であるが，彼が語る処に依れば，日産が日本一給与が高かったから入
社したという由である。本人が言うのだから確かであろう。それが，給与もそれ
程でないからなどと寂しい話をしていたが，日産という会社は当時，労働組合が
強くて人事権さえ左右しかねないという噂はきいていた。彼も，その中で一栄一
落したのではないかと思われるが，社会政策や労働問題の研究には良い経験にな
ったのではなかろうか。
　研究室の方は私の部屋に大量入居するので彼がクラウデング・アウトと言うこ
とになった。私は関与しないでいたが，多少うらまれたかも知れないが，大木先
生の部屋で隣室であった。
　政策関係であったので推薦者をずっとさせてもらっていたが，彼も私には余り
冗談を言えないので細かな話はそうしなかった。つまり，彼の家庭の事情や，何
故，独身を続けているかというようなことには触れなかった。
　それに彼は酒を飲む方ではないので，細かな話にはならなかった。それが，彼
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の御母堂が病気になられてから，いろいろ話にこられて会話があったが，御母堂
をなくされてからは，彼本人が病気勝ちになった。病身というのでなく盲腸とか，
リューマチ，痛風という外性的な病気である。痛風は当人しか分らないらしいが，
酷いものらしく，年中，コボしていた。食事も外食が多いのではないかと思われ
たが，余り突込んで訊くのは失礼だから，自分の例を引いて，晩婚でも奥さんを
貰うように言ったことは一回位しかなかった。先般逝去された，宮下特五郎先生
も独身であったが，人それぞれ生き方があるので，家庭をもったから良いという
ものでもないだろう。柳田さんも家庭的には淋しかったかも知れないが，より悪
いことがなかったと思っていたという解釈もあるだろう。
　最後に彼に何か悪いこともしたのではないかと悔やんでいることは，彼が盲腸
の後で，メヌエル症状を呈しているというので，電話で，その病気は引込んでい
ると全然治らない，ステッキをついてでも出歩く必要があり，医者の処に出掛け
る様にしないと駄目だ，というような話をした。フラフラしながら歩いていたの
であろう。悲劇が彼を襲って，可哀想な結果になった。でも，人間の幸せについ
ての判断はむつかしい。彼は彼なりに自分の道を歩んだので悔いはないだろう。
子供もいないし，淋しい葬儀かと心配したが，彼の人柄のせいか，心から弔う者
が多数集まった。冥福を祈る次第である。
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